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「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
（
○
『
言
呂
殴
汚
こ
と
い
う
言
葉
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
内
科
医
ニ
コ
ラ
・
ア
ン
ド
リ
（
ｚ
８
－
勝
ン
目
員
屋
圏
‐

弓
怠
）
に
よ
っ
て
造
語
さ
れ
た
。
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
一
七

四
一
年
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
、
小
児
の
身
体

変
形
を
予
防
、
矯
正
す
る
技
術
。
両
親
と
育
て
る
子
供
を
持
つ

人
々
が
で
き
る
全
て
」
と
長
い
副
題
が
付
い
た
著
耆
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
の
由
来
を
述
べ
る
前
に
、
ア
ン
ド
リ
の
略
歴
を
記

し
て
お
く
。
彼
は
一
六
五
八
年
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ョ
ン
に
生
ま
れ

た
。
サ
ン
・
ニ
ジ
エ
教
会
に
残
さ
れ
た
洗
礼
式
は
八
月
二
四
日

に
行
わ
れ
て
い
る
。

初
等
教
育
は
リ
ヨ
ン
で
受
け
、
パ
リ
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
グ
ラ

サ
ン
で
二
年
間
神
学
を
学
ん
で
い
る
。
一
六
九
○
年
三
二
歳
の

時
還
俗
し
、
三
五
歳
か
ら
パ
リ
大
学
の
姉
妹
校
で
あ
っ
た
ラ
ン

「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
」
の
造
語
者
、
ニ
コ
ラ
・
ア
ン

ド
リ
（
一
六
五
八
’
一
七
四
二
）
（
そ
の
二

小
林
晶

福
岡
整
形
外
科
病
院

ス
角
四
日
巴
大
学
医
学
部
に
入
学
し
た
。
の
ち
パ
リ
に
移
り
、

三
九
歳
で
卒
業
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
七
○
一
年
四
三
歳
で

助
教
授
と
な
る
。
翌
年
、
彼
と
関
係
が
深
く
な
る
盲
目
目
一
号
、

牌
碧
四
三
の
編
集
長
、
一
七
一
二
年
五
四
歳
で
教
授
に
就
任
し
た
。

以
後
、
医
学
部
長
、
学
長
を
歴
任
し
、
一
七
四
二
年
三
月
一
三

日
死
亡
、
パ
リ
の
サ
ン
・
ロ
ッ
ク
教
会
に
埋
葬
さ
れ
た
。
八
四

歳
で
あ
っ
た
。

彼
の
卒
業
論
文
は
現
在
か
ら
み
れ
ば
、
奇
異
な
悪
ふ
ざ
け
と

も
と
れ
る
「
患
者
治
療
中
、
医
師
の
陽
気
さ
と
患
者
の
服
従
が

得
ら
れ
る
行
動
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に

は
「
音
楽
は
健
康
に
必
要
か
？
」
、
「
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
は
父
親
か
ら

子
供
に
伝
わ
る
か
？
」
、
「
女
性
は
男
性
よ
り
治
癒
し
易
い
か
？
」

の
よ
う
な
論
文
が
み
ら
れ
る
。

生
涯
に
著
し
た
論
文
は
二
二
編
あ
る
。
有
名
な
の
は
「
人
体

に
お
け
る
寄
生
虫
の
発
生
に
つ
い
て
二
七
○
○
こ
、
前
述
の

「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
」
お
よ
び
「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
続
編
（
一
七
四
二
こ

で
あ
る
。

「
寄
生
虫
の
発
生
」
は
、
呼
吸
や
食
物
で
感
染
す
る
と
し
、
人

体
の
部
分
に
よ
り
寄
生
虫
を
分
類
し
た
。
精
虫
も
寄
生
虫
の
一
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種
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
既
に
発
明
さ
れ
て
い
た
、
顕
微
鏡

を
使
用
し
、
寄
生
虫
の
形
態
を
、
詳
細
且
つ
精
巧
に
描
い
た
挿

図
が
多
数
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
問
題
の
「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
」
と
い
う
語
は
、
小
児
の

変
形
を
予
防
、
矯
正
す
る
の
に
、
彼
自
身
の
観
察
、
考
案
を
通

し
て
得
た
意
見
、
方
法
を
集
約
し
た
著
書
の
表
題
で
あ
る
ｃ
こ

の
語
を
造
る
に
当
た
っ
て
、
感
銘
を
受
け
た
二
冊
の
著
書
を
参

考
に
し
て
い
る
。
一
つ
は
セ
ヴ
ォ
ル
・
ド
・
サ
ン
ト
マ
ル
ト
に

よ
る
「
乳
児
を
育
て
る
方
法
」
（
思
号
弓
呂
匡
①
』
麗
全
で
あ
る
。

こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
起
源
の
言
葉
で
、
子
供
を
意
味
す
る

忌
号
Ⅱ
冨
巨
ｇ
と
弓
呂
三
①
Ⅱ
再
名
言
（
栄
養
）
の
二
音
節
で
成

り
立
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
ク
ロ
ー
ド
・
キ
レ
の
「
優
れ
た

子
供
を
得
る
方
法
」
（
ｇ
壹
鳳
Ｓ
①
、
屋
段
）
で
、
８
臣
は
富
さ
め
Ⅱ

優
し
い
、
美
し
い
、
の
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
著
に
示
唆
さ
れ
て
、
ア
ン
ド
リ
は
自
著
に
、
ギ
リ

シ
ャ
語
の
「
真
っ
直
ぐ
、
あ
る
い
は
正
し
い
」
を
意
味
す
る
、

Ｃ
『
言
①
印
と
、
ロ
の
巳
①
を
合
成
し
て
「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
」

（
Ｃ
『
号
Ｃ
忌
昌
の
）
を
造
語
し
表
題
と
し
た
。
こ
の
言
葉
が
著
書
の

内
容
に
合
致
す
る
と
考
え
た
。

翌
年
ベ
ル
ギ
ー
で
、
次
い
で
ロ
ン
ド
ン
で
英
語
版
、
ベ
ル
リ

ン
で
ド
イ
ツ
語
版
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
。
折
か
ら
啓
蒙
時

代
で
あ
り
、
知
識
の
な
い
人
達
へ
の
疾
病
・
予
防
へ
の
努
力
の

必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
て
、
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

後
に
、
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
の
「
ベ
デ
ィ
」
が
足
を
意
味
す
る

胃
の
で
、
「
足
の
矯
正
」
と
か
、
ｇ
こ
め
厨
（
教
育
）
で
は
な
い

か
、
な
ど
の
論
議
が
出
現
し
た
。
「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
」
で
は
な
く
、

「
日
号
①
日
○
号
三
色
だ
と
す
る
デ
ル
ペ
シ
ュ
の
提
唱
は
有
名
で
、

こ
の
題
で
教
科
書
を
執
筆
し
て
い
る
二
八
三
八
年
）
。

し
か
し
、
「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
」
は
、
運
動
器
の
疾
病
を
予
防
、

矯
正
、
治
療
す
る
専
門
科
の
呼
称
と
し
て
、
世
界
に
徐
々
に
定

着
し
て
い
っ
た
。
原
意
と
異
な
り
、
小
児
の
み
な
ら
ず
成
人
を

も
対
象
と
し
、
手
術
的
治
療
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、

○
三
５
冒
且
言
９
局
隠
昌
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
田
代
義
徳
に

よ
り
、
わ
が
国
で
は
「
整
形
外
科
学
」
と
呼
称
さ
れ
た
の
は
明

治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
次
回
は
ア
ン
ド

リ
の
「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
」
の
内
容
と
、
そ
の
続
編
に
つ
い
て
述

べ
る
。


